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Fog　Newsletter発刊される

　第1回霧と霧水捕集に関する国際会議の参加報告

（山本・大河内，1999）の中で紹介した“Fog　News－

1etter”の第1号が1999年5月に発行された．編集者は

同会議で組織委員長をつとめたカナダ環境局の

RobertS．Schemenauer博士である．第1号はレター

サイズ・オールカラー4ぺ一ジ，内容は発刊のことば，

関連新着文献，トピックス，2001年7月にカナダでの

開催が決まった第2回会議の情報などである．霧・露

関係分野の研究者・実務者であればどなたでも無料で

配付を受けることができる（ただし印刷・郵送等の経

費として年間10米ドルの寄付金を歓迎）．送付を希望さ

れる方は，氏名，肩書（Mrs．，Dr．，Prof．等），郵送先

住所と申込者の霧・露に関する研究分野・関心分野に

関する簡単な説明文を添えて，下記宛申し込まれたい．

　　　　　　　　　　　　記

　電子メール：Robert．Schemenauer＠ec．gc．ca

　郵便：FogNewsletter
　　　　　P．O．Box81541

　　　　　1057Steeles　Avenue　West，

　　　　　Toronto，Ontario，

　　　　　Canada　M2R2×1

　なお，第1号のPDFファイルや第2回会議の情報は

http：／／www1．tor．ec．gc．ca／armp／Fog　Water．htm1

（URLは1999年7月7日現在）で参照可能のようであ

る．　　　　　　　　　　　（気象研究所・山本　哲）
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